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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「カナディアン・ロッキー山脈自然公園群」

カナディアン・ロッキー山脈自然公園群は，四つの国立公園と三つの州立公園からな

るカナダ西部にある世界自然遺産であり，1984年に登録された．そのなかの一つである
バンフ国立公園はカナダで最初に設立された国立公園であり，特別保護地域のため上空

に飛行機を飛ばすことは禁止．もちろん遊覧飛行は不可能である．公園内をハイウェイ

が通っているため，エルクを始めとするさまざまな野生動物を自動車との接触事故から

守るため，動物用の地下道や立体交差（アニマル・オーバ・パス）を作ることにより対

策が取られている．表紙は，バンフの町に近いランドル山とバーミリオン湖へのその映

り込みである．
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自動車関連技術特集

いつまでも残したい地球環境は最新のテクノロジーとともに

編集後記

昨今，自動車業界は 100 年に一度の大変革期と表現されたりしていますが，自
動運転や電動化が進む一方で，高齢者の誤操作などによる事故や来年開催される
東京オリンピックもあり，自動車の進歩はさらに加速するのではないかと思って
います．そんな中，JTEKTも社会に貢献できるよう，進歩する自動車の一部を
担える開発を進めていかなければなりません．
私は現在，ステアリングと駆動の両事業本部の編集委員を担当していますが，
JTEKT ENGINEERING JOURNALを通して，将来につながる技術を発信し，読
んでいただく方に明るい未来をお届けできればと願っています． （榎）

JTRE駐在時に JTEKT ENGINEERING JOURNALの製品紹介ページを現地ス
タッフとともに執筆し，今回は編集委員として関わらせていただきました．論文
や他製品の紹介などを読む良い機会となり，幅広い開発分野や製品内容を知り，
改めて JTEKT GROUP VISIONである「No. 1 ＆ Only One 製品」の意味を理解
しました．
今後もより安全・安心な自動車用製品，ならびに自動車用以外の産業用製品に
対して，本技報が JTEKTの強みを生かした新たな製品開発のモチベーションに
なり，皆さんとともに JTEKTの発展に貢献していければと思います． （吉濱）

自動車業界は 100 年に一度の大変革時代ということで，軸受部門ではCASEの
中でもAutonomous（自動運転）とElectric（電動化）に関連する技術を紹介す
ることになりました．テーマに沿った記事を集め，編集，校正するのは大変で
したが，自分にとってとても良い経験になりました．掲載した記事を読んでいた
だいた方に当社の軸受技術・製品の PRになれば幸いです．軸受にはこれからも
ますます進化が求められると思いますが，時代を捉えた新技術・新製品について
JTEKT ENGINEERING JOURNALを通じて紹介していきたいと思います．
 （竹田）

このジャーナルは，ジェイテクトのウェブサイト上でもご覧いただけます．

http://eb-cat.ds-navi.co.jp/jpn/jtekt/tech/ej/index.htm


